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シロイヌナズナ（A. thaliana）チオレドキシン y2（Trx y2）の活性部位 Cys 変異体とペルオキシレド

キシン Q（Prx Q）の活性部位 Cys 変異体を用いて、両タンパク質の S-S 架橋複合体の形成能を調べるこ

とにより、結晶作製に適した Trx y2 と Prx Q の安定な S-S 架橋複合体を調製する条件を明らかにした。 
また、Trx y2 の還元を駆動制御しているタンパク質、フェレドキシン（Fd）の還元による局所構造変化

を明らかにするために、まず、E. arvense FdI のジチオナイト還元による安定性を嫌気チャンバーによる

試料調製と NMR 測定により厳密に明らかにし、次に、ネイティブ状態の FdI の還元による構造変化を異

種核多次元 NMR 測定を用いて詳細に調べて、その特徴を明らかにした。 
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